
2023年7月14日（金）　12：30～13：30

司会者：沓名　一樹君　　

ソング：「四つのテスト」　

ニコボックス委員会：成瀬清二君

写真同好会：恒川憲一君

ゲスト及びビジター： イルミヴアルタ　エリノーラ　イロナさん　米山奨学生

■会長：戸谷　央
■幹事：大坪　久乃
■クラブ会報：野田敏男・寺部暁・市川護・前沢宏允

旧会員の輝かしい活躍をお祝いして    7/12（水）

戸谷　央会長■ 会長挨拶

安城ロータリークラブ

週報

例会日：毎週金曜日

例会場：碧海信用金庫本店3F 安城市御幸本町15-1

TEL：0566-75-8866     FAX：0566-74-5678

Email：anjo-rc19580206@katch.ne.jp 

HP：http://www.anjo-rc.org

■創立日：S33年1月10日

■RI加盟認証日：S33年2月6日

【 2023/7 第2例会 】

第3144回例会

2023-24年度 ： RIテーマ
「世界に希望を生み出そう」

安城ロータリークラブ会長方針：

「夢と誇りを持ち、

未来に向けて共に歩もう！」

出席報告者：堀　真也君

全会員数全会員数

現在出席義務者数現在出席義務者数

本日の出席人数本日の出席人数

内出席免除者の出席人数内出席免除者の出席人数

出席率出席率

49名

86.30%

ロータリーの使命

「世界平和と理解の促進、人道的奉仕、教育の向上」に貢献すること

ロータリー財団の主な資金提供分野

１．グラント支援 ２．奨学金プログラム ３．ワクチンプログラム

ロータリー米山奨学生について

日本の文化、習慣などに触れ、社会参加と社会貢献の意識を育て、将来ロータリーの理想とする国際平和の創造と維持に貢献する

人となることが期待される。

⇒将来母国と日本との懸け橋となって国際社会で活躍して頂きたい。

世界の平和を願って ―なぜ留学生支援なのか―

事業創設の背景（当時のロータリアンの思い）

「日本の生きる道は平和しかない。」

世界に理解してもらうためには・・・

⇒一人でも多くの留学生を迎え入れ、平和を求める日本人と出会い、信頼関係を築くこと。

⇒日本のロータリーに最もふさわしい国際奉仕事業ではないか。

60年余の歳月が流れても・・・

”民間外交として世界に平和の種子を蒔く”という米山奨学事業の使命は変わらない。

⇒留学生への支援は、未来に向かって平和の懸け橋をかける尊い奉仕なのです。

シンボルマークについて

重なり合うハートは「ロータリアン」と「奨学生」です。

外国人留学生の支援・交流を通じて国を超えた信頼関係を築き、世界の平和を願う”心”

を育てるという、事業創設の願いが込められています。

手は、そうした”心”を生み出すと同時に、当事業がロータリアンの手で支えられていることを示しています。

＜参考＞

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 （ロータリー日本国内全地区合同プロジェクト）

勉学、研究を志して日本に在留している外国人留学生に対し、日本全国のロータリアン（ロータリークラブ会員）の寄付金を財源として、

奨学金を支給し支援する民間の奨学団体

平井さん 北川さん

東海東京証券株式会社

リテールカンパニー中部第二地域部門長

平井 弥生（旧会員）

東海東京証券株式会社

代表取締役社長

北川 尚子 パストガバナー 沓名さん 直前会長 奥田さん



・米山奨学金授与

　

■　会長方針

■　会長エレクトとして

■ 幹事報告

【本日のセレモニー】

大坪　久乃幹事

◆　クラブフォーラム事業計画発表

　会長・会長エレクト・幹事・副会長兼クラブ奉仕委員会・会計・SAA
　職業奉仕委員会・国際奉仕委員会・青少年奉仕委員会

戸谷　央会長 

会長エレクト　成田　孝則君
 

1. 本日例会終了後、会議室にてクラブアッセンブリーを開催致します。理事委員長の方は、計画書を持参いただき出席

ください。

2. 8/4.5.6安城七夕まつりに、碧信駐車場の会場にて補助金事業を行います。

当日着用頂くTシャツについてのアンケートにお答えいただき、本日中に提出ください。

3. 2022-23年度の皆出席報告をいたします。

4. 写真同好会より 8/4.5.6.安城七夕まつり「スマホで写真コンテスト」を行います。

安城ロータリークラブは、歴史と格式を守りながら、時代にかなった輝かしい実績を積み重ねて参りました。

2023～2024年度における会長という大役を仰せつかり、その責任の重さに身の引き締まる思いです。

創立65周年の節目を超えた今、更なる発展を目指して新たな出発点として取り組んで参りたいと思います。

さて、2023～2024年度 ゴードンR．マッキナリーRI会長は、『世界に希望を生み出そう』を、RI第2760地区 酒井法

丈ガバナーは、『培おうプライド、育もうブランド、そして未来へ！！』をテーマに掲げられました。

コロナ禍から立ち上がり、希望ある未来へ向けて進みたい。という強い思いを込めまして、テーマと活動方針を次

の様に示します。

会長テーマ『夢と誇りを持ち、未来に向けて共に歩もう！』

【活動方針】

1 財団地区補助金事業（七夕飾り作成技術の伝承とポリオ根絶）

・安城ロータリークラブへの理解と公共イメージを向上させよう

・第70回安城七夕祭りを応援しよう

2 例会は奉仕活動の原点

・各方面からの卓話者を招き、有意義で楽しい例会にしよう

・夜間例会の開催

3 会員増強

・活力と魅力あるクラブを目指し、全員で新入会員の勧誘をしよう

4 子育てに悩む親に対する援助事業

・55周年記念事業の見直し・検討

・学習の支援

5 伊勢神宮特別参拝

6 コロナ禍で途切れた事業へのフォロー

7 親睦と友情を深め、ロータリーライフを楽しもう

8 RFF（ロータリー・フードフェスティバル）への参加・協力

会員の皆様の力をお借りして、時代に相応したロータリークラブを目指し、この一年間の活動を推し進めて参りた

いと思います。皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

北川 尚子



■　幹事として

　

　

■　副会長・クラブ奉仕委員会

■　本年度会計について

■　会場監督（Ｓ・Ａ・Ａ）

　

■　職業奉仕委員会

　

■　国際奉仕委員会

冨岡　里美さん

清水　正幸君

兵藤　幸男君

加藤　正人君

滝田　有里さん

大坪　久乃幹事

２０２３－２０２４年度安城ロータリークラブの会長エレクトを拝命致しました。昨年ま

で新型コロナウイルス感染拡大のため、Zoomを利用しながらの例会でしたが、よう

やく落ち着き本年度から正常通りの例会が始まります。コロナ禍でも諸先輩方から

多くのご指導を頂き改めて責任の大きさを感じております。

本年度の会長テーマ「夢と誇りを持ち、未来に向けて共に歩もう！」を掲げられ活

動方針も示されました。今年度の活動方針をしっかり学ばせて頂き一年間会長を支

えながら次年度への勉強をさせて頂きたいと思います。

会員皆様のご指導、ご支援、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

歴史と格式のある安城ロータリークラブの幹事をおおせつかり、責任の重さを実

感しております。

本年度は会長方針『夢と誇りを持ち、未来に向けて共に歩もう！』に基づき、例

会、補助金事業を滞りなく幹事として遂行してまいりたいと思います。会員の皆様

のご指導とご協力を深くお願い申し上げます。

本年度は厳しい財政につきまして予算の見直しをしております。

会員増強に力を入れて頂き、一人でも多くの方に入会頂きたいと願っています。ま

た、愛の募金箱を設置し安城市社会福祉協議会を通して寄付して行きたいと思っ

ております。内容といたしましては「就学援助家庭児童生徒の修学旅行費援助」及

び「一人親家庭児童生徒の入学祝金」を予定しております。

戸谷会長の方針に従い、夢のある運営ができるように努めてまいります。

会員の皆様のご理解とご協力をいただきます様お願い致します。

会場監督の任務は、例会をはじめ、すべての会議が楽しい雰囲気で秩序正しく

使命を全うできるよう監督することと、クラブ役員（理事）としてのクラブ審議事項決

定に参加することです。会場委員会、親睦活動委員会をはじめ、各委員会と共に

連携を密にしながら、円滑なクラブ運営に努力いたします。会員各位のご理解ご協

力をお願い申し上げます。

ロータリアンの原点、『職業を通じて、社会に貢献する』は職業奉仕こそロータリー

の根源であり、我々は『4つのテスト』①真実かどうか・②みんなに公平か・③好意と

友情を深めるか・④みんなのためになるかどうか、を胸に刻み、日々活動したいと

思います。本年度は職場例会及び伊勢神宮参拝など計画して参ります。皆様のご

協力を宜しくお願い致します。 委員(副)小野内宣行

会長方針であります『夢と誇りを持ち、未来に向けて共に歩もう！』に基づき、会長の補佐として職務を全うし、

希望ある未来へ邁進出来る様、クラブの土台でありますクラブ奉仕として、12ある委員会の皆さんと共にクラ

ブの活動を支えて参りたいと考えております。

会員の皆様のご支援、ご協力を心よりお願い申し上げます。 委員(副)鶴田香也乃

国際奉仕委員会では、一昨年度にインドネシアバリ島の日本語補習授業校を運営している団体へ教育事業

の教材を寄贈する活動が行われました。



　

■　青少年奉仕委員会

　

服部　敦君

国際奉仕委員会では、一昨年度にインドネシアバリ島の日本語補習授業校を運営している団体へ教育事業

の教材を寄贈する活動が行われました。

本年度は、そんなコロナ渦により見送られておりました、ここ最近の国際奉仕事業のその後、現地の様子を

確認する事業を計画していきたいと思います。

会長テーマである「夢と誇りを持ち、未来に向けて共に歩もう！」を実現すべく、国際奉仕委員会の活動に取

り組んでまいります。

会員の皆様のご理解とご協力をよろしくお願い致します。

委員(副)松本隆利・内藤教恵

青少年奉仕委員会は、インターアクト、ローターアクト、RYLA、青少年交換プログラ

ムなどを通じて、次の世代を担う青少年が将来、社会のリーダーとなり、地域に貢献

できるよう人材育成を支援してまいります。

本年度は昨年までと比較し、安城学園インターアクトクラブの活動も活発となること

が予想されるため、当委員会もともに活動して参ります。

また、今年度は55周年記念事業（子育てに悩む親に対する援助事業）も内容検討

等も含め進めてまいります。

会長テーマ「夢と誇りを持ち、未来に向けてともに歩もう！」の下、当委員会も活動する所存です。

皆様方に支えられながら1年間務めさせて頂きますので、ご協力・ご支援をよろしくお願いいたします。

委員(副)鶴田香也乃


